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一
、
化
学
肥
料
の
生
産
及
び
輸
入
は
漸
次
上
昇
の
傾
向
に
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
電
力
石
炭
及
び
硫
化
鉱
等
の
主
要
原
材
料 

の
需
給
状
況
よ
り
し
て
、
急
激
に
增
加
す
る
こ
と
は
望
み
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
化
学
肥
料
の
供
給
增
加 

の
た
め
に
萬
般
の
措
置
を
最
優
先
的
に
講
じ
て
、
以
て
農
業
生
産
の
增
進
を
図
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。 

二
、
北
海
道
に
お
け
る
配
給
化
学
肥
料
が
、
昨
年
は
窒
素
質
肥
料
は
戰
前
と
同
率
、
燐
酸
質
肥
料
四
八
％
、
加
里
質
肥
料
一 

し
か
し
て
昭
和
二
十
三
年
八
月
よ
り
昭
和
二
十
四
年
七
月
の
間
に
お
い
て
は
窒
素
質
肥
料
（
硫
安
換
算
）
一
、
四
五
〇
千

瓲
、
燐
酸
質
肥
料
一
、
〇
七
〇
千
瓲
見
当
に
し
て
、
主
要
食
糧
農
作
物
で
あ
る
稻
作
に
対
し
て
は
全
國
平
均
反
当
窒
素
質 

肥
料
五
貫
五
百
匁
、
燐
酸
質
肥
料
三
貫
匁
見
当
の
見
込
で
あ
る
。 

次
に
、
加
里
質
肥
料
に
つ
い
て
は
全
量
輸
入
に
依
存
し
て
お
る
の
で
確
た
る
見
透
し
は
至
難
な
の
で
あ
る
が
、
最
近
の 

見
込
で
は
約
一
〇
〇
千
瓲
見
当
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
戰
前
消
費
の
四
〇
％
程
度
で
あ
る
。 

こ
れ
を
戰
前
の
消
費
量
に
比
較
す
る
と
、
窒
素
質
肥
料
は
約
七
〇
％
、
燐
酸
質
肥
料
は
約
六
〇
％
程
度
で
あ
る
。 
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一 

 



 

二 

一
％
で
あ
つ
た
の
は
、
供
給
事
情
に
基
く
点
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
明
年
に
お
い
て
は
御
説
の
如
く
燐
酸
及
び
加
里
質 

肥
料
を
窒
素
質
肥
料
と
の
均
衡
に
お
い
て
、
過
去
の
、
試
験
成
績
等
を
も
勘
案
し
て
作
物
別
、
地
域
別
に
合
理
的
に
配
給 

い
た
し
た
い
と
、
現
在
檢
討
研
究
中
で
あ
る
。 




